
 

 

 

原油先物が小動き、 

米在庫増やＯＰＥＣプラス減産延長見通しで 

４日アジア時間序盤の原油先物価格は小動き。米国の原油・燃料在庫が増加する

一方、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）とロシアなど非加盟産油国で構成する「ＯＰＥＣプラ

ス」が減産を延長する見通しとなっており、売り買いが交錯している。 

 

０１４５ＧＭＴ（日本時間午前１０時４５分）時点で、北海ブレント先物は０．０２ドル

（０．０３％）安の１バレル＝７３．６０ドル。米ＷＴＩ先物は０．０３ドル（００４％）安の６９．

９１ドル。 

 

３日のブレント先物は２．５％上昇し、この２週間で最大の上昇率となった。 

市場筋は米石油協会（ＡＰＩ）のデータを基に、先週の米原油在庫が１２０万バレル

増加したと明らかにした。感謝祭があったため、通常は需要が増加する週にもかかわ

らず、ガソリン在庫も４６０万バレル増加した。 

 

ＯＰＥＣプラスは５日に開く会合で、有志国による自主減産を来年第１・四半期末ま

で延長する可能性が高い。ＯＰＥＣプラス筋４人がロイターに明らかにした。 
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｢千葉に新道路で渋滞緩和｣  

空港ネットワーク分科会確認 

千葉県や国土交通省などでつくる「首都圏空港道路ネットワーク検討分科会」は 4

日、2 回目の会合を開いた。事務局を務める同県の報告で、北千葉道路や新湾岸道

路など県内の新たな道路整備により、既存の京葉道路や東関東自動車道といった成

田空港と東京都心部方面を結ぶ道路の渋滞緩和が見込まれることを確認した。 

 

 空港の機能強化を踏まえた「高規格道路ネットワーク」の基本方針の策定に向けて

意見交換した。成田空港から東京外環自動車道を最短で結ぶ北千葉道路、2024 年

度から概略ルートなどの検討を始めた東京湾臨海部の新湾岸道路を整備するメリッ

トなどについて情報共有した。 

 

 分科会は 9 月に第 1 回の会合を開催し、国や県などが情報交換を進めている。県

道路計画課は基本方針の策定時期を「定めていない」としている。今後は道路利用

者などから道路ネットワークのあり方についてヒアリングを実施する方針だ。 

  

日経新聞 



 

 

 

ミドリムシから接着剤  

産総研―旭化成 エポキシ系 強度同等 

 

  

化学工業日報 



 

 

OPEC＋ 原油減産延長か サウジの動向にも注目 
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“予測不能”が新常識  

ブレンド原油価格７０ﾄﾞﾙ台前半～半ばも ２０２５年石油市場 

 

  

燃料油脂新聞 


